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研究成果の概要（和文）：これまでに、筋芽細胞形成に神経ガイダンス因子セマフォリン３A (Sema3A)が重要な
役割を行うことを報告している。そこで、Sema3Aと筋肉発生に必須の遺伝子Paired box 7 (Pax7) との関係に着
目し解析を進めた。その結果Sema3Aのシグナルが筋細胞マーカーであるPax7およびMyf5を調節して筋芽細胞の活
性化制御を行なっており、これらの因子の発現抑制の結果筋細胞分化が抑制されることを明らかとした。この結
果に加えて、核膜タンパク質であるEmerinの発現量もSema3Aの調節を受けており、筋細胞分化と核膜タンパク質
との相互作用をも明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Muscle regeneration is initiated by activation of muscle stem cells, known 
as satellite cells, which are adjacent to the basal lamina around the proximal region of each 
myofiber.We previously showed that Semaphorin 3A (Sema3A) expression was induced when quiescent 
muscle became activated satellite cells (ASCs). However, how Sema3A regulates genes in the early 
phase of ASCs remains unclear. In this study, we investigated whether Sema3A signaling can regulate 
the early phase of ASCs. We showed that expression of the myogenic proliferation regulatory factors 
Pax7 and Myf5 was decreased in myoblasts transfected with Sema3A siRNA. Emerin was also regulated by
 Sema3A in ASCs.

研究分野： 筋細胞学

キーワード： 筋細胞分化　食肉科学　畜産物
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さらにBrdU解析により活性化筋芽細胞
が増加しており、Sema3A シグナルが細
胞増殖に関わっていることを明らかと
した。 

 

 
 
④ Sema3A は Emerin の発現調節を行なっ

ている。 
 
筋ジストロフィーの原因遺伝子としても知
られる Emerin は核膜に存在し、筋細胞分化
機構に関わることが報告されている。本研
究では、Sema3A の発現抑制した場合、
Emerin の発現量が増加していること、逆に
Sema3A を強制発現ベクターで発現増加し
た際には Emerin の発現量が抑制されてい
ることを見出した。この結果から Sema3A
シグナルも Emerin のタンパク質発現量を
調節していることを明らかとした。Emerin
に関しては、今後も解析を進めるべく実験
を継続しており、Emerin の発現量と筋細胞
分化の関わりや、分化阻害にともなう筋芽
細胞の核の大きさの変化と Emerin の関与、
また Emerin が細胞の形質に及ぼす影響な
どの研究を継続している。さらに個体のモ
デルを用いた in vivo解析につなげていく
予定である。 
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